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FS概要とサプライチェーン図（2030年頃）

【既存のインフラを活用した水素供給低コスト化に向けたモデル構築・FS事業】

飛騨市の既設水力発電を利用した低コスト水素供給事業FS調査

（岐阜県飛騨市、実施代表者：日本エヌ・ユー・エス株式会社）

概要

◼ FS実施期間：令和4年9月～令和5年3月
◼ 地域の産業・民生用途等における水素エネルギーの活用可能性を調査

➢ 岐阜県は豊富な水力資源があり、水力発電ポテンシャルが大きい。エネルギー需要のうち熱が占める割合
も大きく、水素に変換することで熱としても活用でき、地域企業の脱炭素化にも貢献

➢ 市内の既存水力発電設備を活用し水素を製造、産業や住宅・公共設備等の脱炭素燃料として利用す
る際の実現可能性について調査を実施
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製造 貯蔵・輸送 供給・利用

カードル輸送圧縮機水電解装置 燃料電池フォークリフト簡易型水素充填設備

想定利用先

住宅・観光地
産業

（バーナー、ボイラー、トラック等）

地域と事業者が連携した

水素利用設備の導入促進

（日本エヌ・ユー・エス株式会社FS報告書より作成）

小水力発電
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